
住宅産業工業化住宅分野における
地球温暖化対策の取組み 

平成28年2月5日 
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躯体や外壁、建具・サッシ等、規格化した基本部材をあらか
じめ工場生産し、それらを施工現場に搬入の上、組み立て施
工する工業化住宅（戸建住宅及び低層集合住宅）の生産・建
設を主たる事業として行う。 
 

このうち本計画では工場生産部分を対象とする。 

１．住宅部会の主な事業と計画の対象 

戸建住宅の例 低層集合住宅の例 
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住宅部会（戸建住宅、低層集合住宅を供給）２１社中、１０社 

旭化成ホームズ、サンヨーホームズ、積水化学、積水ハウス、
大和ハウス、トヨタホーム、パナホーム、ミサワホーム、ヤマ
ダ・エスバイエルホーム、レスコハウス 

２．計画参加会社 

業界全体の規模 業界団体の規模 計画参加規模 シェア 

企業数 21社 同左 10社 47.6％ 

販売戸数 15.7万戸 同左 

14.6万戸 

92.9％ 

我が国全体の新設住宅 
着工戸数 

89.2万戸 16.3％ 

2014年度の計画参加規模 
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対 象：工場生産でのエネルギー消費に伴うCO2排出量 

基準年：2010年 

目標年：2020年 

目 標：供給床面積あたり10％削減【原単位目標】 
     2010年10.37kg-CO2/㎡→2020年9.33kg-CO2/㎡ 

     ※電力の排出係数を0.350kg-CO2/kWhに固定 

      （2010年度のクレジット反映後係数） 

３．2020年目標の概要 
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（１）実績調査方法 

  参加会社の全生産工場におけるエネルギー消費量をアン
ケート調査により集計 

 

  全４４工場が対象 

 

 

４．エネルギー消費量、CO2排出量の実績 

※計画参加企業のうち旭化成ホームズの4工場は含まず。工

場生産部分について日本化学工業会による計画に参加して
いるため、供給床面積、工場でのエネルギー消費量及び
CO2排出量算定から除外。 
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（２）2014年度実績 
   

2010 2013 2014 
基準 
年比 

生産活動量 万㎡ 1,039.3 1187.8 1,063.5 102.3% 

CO2排出原単位 kg-CO2/㎡ 10.37 10.11 9.69 93.5% 

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費 
原単位 

㍑/㎡ 
（原油） 

6.24 6.00 5.76 92.3% 

総CO2排出量 万t-CO2 10.78 12.01 10.31 95.6% 

総ｴﾈﾙｷﾞｰ 
消費量 

万k㍑ 
（原油） 

6.49 7.13 6.12 94.4% 

電力消費量 億kWh 1.89 1.98 1.72 90.5% 

※電力の排出係数は0.350kg-CO2/kWh（2010年度調整後排出係数）で一定 
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（３）実績のトレンド【生産活動量（供給床面積）】 
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生産活動量の推移

生産活動量 生産活動量見通し

自主行動計画 低炭素社会実行計画

想定1,039.3万㎡(±0.0%)

実績1,063.5万㎡(+2.3%)

1,039.3万㎡
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（４）実績のトレンド【エネルギー消費量・原単位】 
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エネルギー消費量・原単位の推移

エネルギー消費量 エネルギー消費量見通し

エネルギー原単位 エネルギー原単位見通し

自主行動計画 低炭素社会実行計画

想定5.97ℓ/㎡(-4.1%)

実績5.76ℓ/㎡(-7.7%%)

6.24ℓ/㎡

6.49万kℓ 想定6.22万kℓ(-4.1%)

実績6.12万kℓ(-5.6%%)
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（５）実績のトレンド【CO2排出量・原単位】 
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CO2排出量・原単位の推移

ＣＯ2排出量 ＣＯ2排出量見通し

CO2原単位 CO2原単位見通し

目標CO2原単位

自主行動計画 低炭素社会実行計画

10.37kg-CO2/㎡

想定9.94kg-CO2/㎡(-4.1%)

実績9.69kg-CO2/㎡(-6.5%%)

10.78万t-CO2/㎡ 想定10.34万t-CO2(-4.1%)

実績10.31万t-CO2(-4.6%%)

※電力の排出係数は0.350kg-CO2/kWh 
 （2010年度調整後排出係数）で一定 
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（６）2014年度に実施した主な対策 
 ○工程管理の徹底（エアー漏れ対策・不要照明の消灯など） 

 ○生産効率の向上（生産速度・歩留まりの改善、生産ラインの
統合など） 

 ○高効率設備の導入（LED照明、インバータによる制御など） 
 ○工場事務所の省エネ（冷暖房・照明等の運用管理徹底など） 

 
（７）2015年度以降の取組み予定 

  引き続き、工程管理、設備運転管理の高度化、生産プロセス・
生産方法の改善、エネルギー消費設備の効率的運用に向け
た改善に取り組む。 
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（８）現在の進捗率と今後の見通し 
  

 2014年：2010年を基準年とした10か年計画の4か年目 

 

  当初目標 削減率4.1％減、進捗率約40％ 

  実   績      6.5％減、進捗率   64.9％ 

 
  今後も、生産体制の改善とそれに合わせた生産システムの省
エネ・低炭素化に努め、目標達成を目指す。 
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低炭素に資する住宅の概要、削減効果の見込み 

   

５．低炭素に資する住宅の供給（エコアクション2020） 
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戸建住宅の低炭素性能の推移 

新築戸建住宅の居住段階におけるCO2排出量 

供給戸数 万戸 6.45 6.68 6.71 7.04 6.04 6.45 
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低層集合住宅の低炭素性能の推移 

新築低層集合住宅の居住段階におけるCO2排出量 

供給戸数 万戸 5.90 6.13 6.64 8.13 7.48 5.90 
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（１）エコアクション2020の推進と進捗状況の報告（毎年） 
   

６．情報提供 

『エコアクション2020』（2012年～） 

住宅のライフサイクルにわたる環境負荷の低減と良好な住環境
の形成を目的に、2020年を目標年に策定。 
 
①低炭素社会の実現 
②循環型社会の実現 
③自然共生社会の実現 
④有害化学物質の削減 
⑤良好な地域環境と街並みの創出 住宅のライフサイクルCO2 

居住時のCO2排出量が約7割を占める 
（住宅の寿命30年の場合） 

出典：CASBEE-戸建（新築）2014年版 
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（２）環境シンポジウムの開催 
2005年より毎年開催。環境関連動向をテーマとした基調講演、
エコアクション2020の進捗状況の報告のほか、各社の取り組み

事例を報告。協会会員企業、その他企業・官公庁、一般をあわ
せ、毎年200名程度の参加。 

2015年年度環境シンポジウムのプログラム 

テーマ「少子高齢・人口減少社会の新しい住環境の創造」 発表者 

特別講演 住宅の断熱性能と内装木質化が居住者の血圧・活動
量・睡眠・諸症状に与える影響 

慶応義塾大学 
伊香賀俊治 教授 

進捗報告 環境行動計画「エコアクション2020」の進捗報告 
・2014年度実績報告 

・「建設廃棄物適正処理～Ｑ＆Ａで理解する事例集～」
の作成とその背景 

 
環境分科会 
副産物小分科会 

事例発表 （1）環境にやさしく快適と安心を提供する スマート＆
ウェルネス住宅 

トヨタホーム株式会社 

（2）健康長寿を実現する『健家化（すこやか）リフォー
ム』の取り組みについて 

積水ハウス株式会社 

（3）Fujisawaサスティナブル・スマートタウンについて パナホーム株式会社 
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ありがとうございました。 
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